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A基礎地盤の液状化

B堤体の液状化

C基礎地盤＋堤体の液状化

D非液状化

E構造物

被災形態 被災規模の判断

1

縦断亀裂（H.W.L.より浅い）

2

堤防天端まで達しない堤体のすべり崩壊
またはHWLに達しない縦断亀裂、陥没

3

横断亀裂（H.W.Lより浅い）

4

縦断亀裂（H.W.L.より深い）

5

横断亀裂（H.W.Lより深い）

6

堤防天端を切る堤体のすべり崩壊または
HWLより深い縦断亀裂、陥没

7

堤体の沈下、陥没、はらみ出し

○甚　大
　・明らかに堤防機能喪失
　・既に堤防断面を有していない
　・緊急災で二重締切りか、それと同等の締切
　りを実施した箇所

○小規模
　・表層部のみの損傷・部分的な損傷
　･維持工事で対応可能なレベル
 
○中規模
  ・ＨＷＬ以深に達しない損傷
  ・部分的にＨＷＬ程度の損傷

○大規模
　・堤防機能を有していないと判断
　・明らかにＨＷＬ以下の損傷
　・堤防全体に及ぶ損傷

小規模
中規模

大規模

大規模

甚 大

大規模

小規模
中規模

小規模
中規模

原形復旧

原形復旧＋液状化対策等

《被災規模別分類の考え方》 

被災要因被災要因

A 基礎地盤の液状化

堤体
液状化

B 堤体の液状化

堤体
（砂質土）

液状化 堤体

堤体
（砂質土）

液状化

液状化

C 基礎地盤＋堤体の液状化

D その他

（粘性土）

（粘性土）

（粘性土）

（粘性土）

Ｈ２４年度出水期に向けたハード対策（災害復旧事業による本格復旧） 

○ 災害復旧事業の実施にあたり、同規模の地震が発生しても、短期間の緊急的な工事により対応が可能な「中規模以下」の被害に止めることを目的とする。

○ このため、中規模以下の被災箇所においては「原形復旧」とするが、大規模な被災箇所は、「原形復旧に加え中規模以下の被害に止める液状化対策等を実施」 

する。 
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被災要因と復旧工法のパターン被災要因と復旧工法のパターン

［復旧工法］

Ⅰ.矢板 Ⅱ.地盤改良 Ⅲ.押え盛土
（※1）

Ⅳ.ドレーン工
（※2）

［被災要因］

Ａ
基礎地盤
の液状化 ○ ○ ○ －

B
堤体
の液状化 － － － ○

C
基礎地盤＋堤体
の液状化 ○ ○ ○ ○

D 非液状化 － ○ ○ －

E 樋門等構造物 Ⅴ：樋門等底版までの切り返し＋護岸＋法尻対策（矢板）（※3）

※1 押え盛土は、用地制約や河道内の流水に対する影響等を勘案の上選定する。

※2 ドレーン工は堤体の水位を下げる目的で設置するもの。

※3 Ⅴの法尻対策（矢板）は必要に応じて川裏・川表に設置するものとし、液状化に
起因しない、又は変状が小さい場合は施工しない。

原形復旧に加えて実施する液状化対策 復旧工法パターン ［Ⅲ・Ⅳ］復旧工法パターン ［Ⅲ・Ⅳ］

Ⅲ 押え盛土

Ⅳ ドレーン工

H.W.L

張芝

ドレーン工

護岸

H.W.L

張芝護岸
押え盛土

切返し

切返し

※堤防の被災規模によっては、全面的に切返す必要があるが、その際には、切返した堤体土を良質土と混合
し改良する等の工夫により、堤体土を液状化しない土質に置き換えることも検討する。

復旧工法パターン ［Ⅰ・Ⅱ］復旧工法パターン ［Ⅰ・Ⅱ］

Ⅰ 矢板

Ⅱ 地盤改良

H.W.L

切返し

張芝

法尻対策
（矢板等）

法尻対策
（矢板等）

護岸

H.W.L

張芝

地盤改良

護岸

切返し

復旧工法パターン ［Ⅴ］復旧工法パターン ［Ⅴ］

Ⅴ 切り返し＋護岸＋川裏矢板 （樋門等構造物の被災）

護岸

法尻対策
（矢板等）

グラウト
（出水期前対策）

法尻対策
（矢板等）

切返し
（函体底版までの切返し）

※函体直下については、函体内から小型機械により地盤改良する等、鋼矢板との一体性を確保する。
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東北地方太平洋沖地震　復旧工法タイプ選定（案）【関東地方整備局】

砂充填 シート張 切返し
ｼｰﾄ張

ﾌﾞﾛｯｸﾏｯﾄ
大型土のう

模式図 堤体 基礎地盤 切返し 川表護岸
堤体

液状化対策
（ﾄﾞﾚｰﾝ工）

基礎地盤
液状化対策

（地盤改良・鋼矢板等）
模式図

1

中規模 ： 約200箇所

　被災がH.W.Lより浅い
　　・ＨＷＬに達しない損傷
　　・部分的にＨＷＬ程度の損傷

○ ○ － － － － ○ － － －

2 ○ － － ○ ○ －

3 － ○

4 － ○

5 ○ ○

6 ○ ○

7

樋
門
・
樋
管

大規模 ： 5箇所

構造物周辺の堤防が液状化により沈
下し、高水護岸損傷、樋管底版部の
空洞化

○ ○ ○ ○ － ○

※今後の余震による影響や今後の調査結果により変わることがある。

本格復旧

グラウト注入

○

タ
イ
プ

　　　　　　　　　　　　　  　　復旧工法

　被災形態

暫定対策

対策種別 液状化現象 対策種別

堤
防

○

－ ○

○

－ ○

－○

大規模 ：44箇所

　被災がH.W.Lより深い
　　・堤防機能を有していないと判断
　　・明らかにＨＷＬ以下の損傷
　　・堤防全体に及ぶ損傷

－ － ○

中規模 中規模シート張り

切返し

大規模

法尻対策（鋼矢板等）

護岸

張芝

液状化
液状化

大規模

大規模

ﾄﾞﾚｰﾝ工

張芝

護岸

液状化

側溝

液状化

必要に応じグラウト注入

張芝

張芝

土のう積み

押え盛土
大規模

法尻対策（矢板等）

護岸

張芝

液状化

張芝

張芝 張芝
天端舗装

天端舗装

天端舗装

大規模

法尻対策（矢板等）

護岸

張芝

液状化
液状化

側溝

張芝
天端舗装

押え盛土
大規模

法尻対策（矢板
等）

護岸

張芝

ドレーン
工

液状化

張芝

側溝

ﾄﾞﾚｰﾝ工

地盤改良

地盤改良

大規模

切返し

護岸（ブロックマット）

シート張

液状化

大規模

砂充填

天端舗装

天端舗装

堤防の沈下に伴い、樋管本体周辺
の堤体のゆるみが懸念されること
から、樋管周辺の堤防を開削し、
埋戻しを行う。

開削、盛土高水護岸

法尻対策（矢板等）

開削、盛土
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被災要因：C 基礎地盤＋堤体の液状化 利根川右岸 39.0k 上 64m～39.5k 上 79m 【千葉県香取市佐原イ地先（河川緑地）】 
 
 
 
 
 
 
 
 

地下水位以下の砂層が液状化し、地表に噴砂することで堤体が全体的に沈下・変形した。 

佐原⑤

HWL=(YP+4.966)

PH8.162

舗装版ｸﾗｯｸ
YP+5.6m

YP+2.800

YP±0.00

YP+7.85m

国道356号

39.5k

天端陥没0.2m～1.0m程度

川裏法面亀裂

1：5

HWL YP+4.966
堤内地側沈下0.2m～0.5m程度

H=1.2

W=0.4
液状化

噴砂孔

H=1.0

W=0.4

自転車道

Bs1
Bc

Bs2

Bs3

As2

Ac

堤防土質構造は､右岸38.90kにおける

詳細点検のボーリング調査結果を用いる。

液状化噴砂

 

利根川→ 
L=516m 

亀裂深さ 約 1.2m 
亀裂幅  約 0.4m 

堤防沈下 約 1.0m 

高水敷の噴砂状況 

非液状化層に

1m 以上貫入 

ﾄﾞﾚｰﾝ工 

頭部固定 

非液状化層に

1m 以上貫入 

頭部固定 

鋼矢板工 

護岸工 

As1 

38.9K付近
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被災要因：B 堤体の液状化  那珂川（涸沼川）左岸 7.5k 上 113ｍ～8.0k 【茨城県東茨城郡下石崎地先】 
 
 
 
 
 
 

堤防沈下 約 2.3m 

亀裂幅約 0.6m 

▽HWL　3.204TP+3.173

TP+0.630

茨城県道

路）

堤防沈下

堤防天端亀裂

　（沈下：１．０ｍ）

　（亀裂：幅５０㎝、深さ２１０㎝）

１：２
１：２

茨城町道

Ac

Bc

Bs

堤防土質構造は､左岸6.60kにおける

詳細点検のボーリング調査結果を用いる。

ドレーン工 
既設護岸復旧 

堤防土質構造は、左岸 6.6K（約

1km 下流）のﾃﾞｰﾀである。 

堤防沈下（約 2.3m） 

堤防天端亀裂（幅 50cm、深さ

210cm） 

軟弱な不透水層が基礎地盤表層に存在すると、堤体の盛土荷重による圧密沈下が堤防横断方向に凹状に進行しているため、降雨等により堤

体内にレンズ状飽和領域が発生する。このような場合で堤体内の砂層が液状化し、地表に噴砂することで堤体が局所的に沈下・変形した。 

留 意
※
その抜粋を貼り付けて下さい。 
※
※
  

被災箇所 

L=390m 

涸沼川 
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被災要因：C 基礎地盤＋堤体の液状化 江戸川右岸 57.5k 上 100ｍ～57.5K 上 300ｍ 【埼玉県幸手市西関宿地先】 
 
 
 
 
 
 

 

 

基礎地盤及び堤体の液状化現象が同時発生し、堤防法先部の堤体及び基盤に流動変形と液状化に伴う噴砂が発生。砂層の脱水に伴う体積収縮

により堤防が変形し、下方から順に堤防裏法面が階段状に崩壊。 

 

→流動変形、噴砂

幸手市道
Y.P.+12.0m

県道西関宿・栗橋線

Ｈ．Ｗ．Ｌ．

現況断面（複断面）
■護岸あり

■被災箇所が甚大な箇所
→堤体内の砂層が液状化し陥没・法尻隆起が発生
■被災規模
→小段道路200m、液状化による土砂流出2箇所

サイクリングロード

民家

最大深度：2.8ｍ
幅：0.3ｍ

非液状化層に貫入 

ｻﾝﾄﾞﾏｯﾄ 

排水工 

  ｻﾝﾄﾞｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝﾊﾟｲﾙ

→最大沈下約１．１ｍ 

6



被災要因：C 基礎地盤＋堤体の液状化 西浦 右岸 3.75ｋ上 100ｍ～5.25ｋ上 80ｍ 【茨城県稲敷市本新地先】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

5.25k+80m 

Ｌ＝１，４８０ｍ 

3.75k+100

m 

【主な被災内容】 

 ・堤防沈下（液状化） 

堤防沈下（液状化） 

堤防天端亀裂 

川表護岸崩壊 

基礎地盤及び堤体の液状化現象が同時に発生し、堤防が全体的に沈下変形する。 

HWL

▽
沈下量＝約50㎝

クラック幅　約 50㎝
　　　　　深さ　約100～150㎝

平ブロック

噴出痕

鋼矢板　Ⅱ型　7.0m

平場Co

1:2.0
1:2.0

噴出痕

管理用通路

市道

As

B

堤防土質構造は､右岸5.75kにおける

詳細点検のボーリング調査結果を用い、

土質縦断図より調整した。

亀裂深約 1.2m 

川表護岸の変形 川裏の噴砂 

護岸復旧 

鋼矢板工 

頭部固定 

押え盛土 

ﾄﾞﾚｰﾝ工 

Bs 

 
非液状化層に 1m

貫入 
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被災要因：E 構造物（樋門等） 利根川右岸 49.5k 上 15ｍ～49.5k 上 76m 【千葉県香取郡神崎町神宿地先】 
 
 
 
 
 

地下水位以下の砂層が液状化し、周辺堤防が沈下・変形したことにより樋門等構造物に抜け上がりが発生した。 

59m

護岸張り替え

擁壁間詰め

空洞（グラウト）

※応急復旧工法

護岸張り替え

HWL YP+6.111

国道356号

49.0k天端ひび割れ・
沈下

H=0.9m
W=0.11：5

管理用道路

H=1.0m
W=0.15 町道

1：21：5

1:5

HWL=(YP+6.111)

R356号

Bs1

Bs1
Bs2

Bc1

As1 Ac2

As2
堤防土質構造は､右岸49.00kにおける

詳細点検のボーリング調査結果を用いる。

高水護岸復旧 

鋼矢板工 

出水期前に必要に応じてｸﾞﾗｳﾄ注入 

堤体土のゆるみ範囲の切返し 
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